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私
の
施
政
信
念
で
あ
る
「
公
平
・

公
正
・
誠
実
・
思
い
や
り
」
を
基
本

と
し
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、
常

に
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
こ
の
姿

勢
を
堅
持
し
、
本
年
も
一
人
一
人
の

声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
困

っ
た
人
に
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
行

政
で
あ
り
続
け
た
い
と
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
「
信
頼
」
で
結

ば
れ
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
主
人
公
と

な
る
、
住
ん
で
良
か
っ
た
町
、
住
み

た
い
町
、
そ
し
て
将
来
に
つ
な
が
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
行
政
の

責
任
者
と
し
て
ま
い
進
し
ま
す
。

は

じ

め

に

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

南
会
津
地
方
に
と
っ
て
の
悲
願
で

あ
り
ま
し
た
会
津
縦
貫
南
道
路
の
整

備
で
は
、
い
よ
い
よ
５
工
区
（
下
郷

田
島
バ
イ
パ
ス
）の
工
事
が
着
工
し
、

ま
た
、
栃
木
県
側
で
は
会
津
縦
貫
南

道
路
か
ら
日
光
市
へ
つ
な
が
る
「
栃

木
西
部
・
会
津
南
道
路
」
の
整
備
充

実
の
た
め
、
栃
木
西
部
・
会
津
南
道

路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
を
設
立

し
、
事
業
進
展
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

山
形
県
か
ら
栃
木
県
を
結
ぶ
会
津

縦
貫
道
と
栃
木
西
部
・
会
津
南
道
路

は
、
福
島
県
西
部
を
縦
貫
す
る
重
要

な
路
線
で
、
町
の
豊
か
な
自
然
や
文

化
を
生
か
し
た
産
業
振
興
と
地
域
づ

く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ

り
、
会
津
若
松
市
の
救
急
医
療
機
関

へ
の
搬
送
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ

る
こ
と
で
救
命
率
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
開
通
に
向

け
て
関
係
機
関
に
さ
ら
な
る
働
き
か

け
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
道
４
０
１
号
新
鳥
居

峠
（
南
郷
地
域
―
昭
和
村
）
の
改
良

に
向
け
た
調
査
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

町
を
取
り
巻
く
基
幹
道
の
整
備
が
着

実
に
進
む
こ
と
で
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
き
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

や
賑
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

町

長

　

さ
ら
に
、
東
武
鉄
道
㈱
の
「
特
急

リ
バ
テ
ィ
会
津
」
が
浅
草
駅
か
ら
会

津
田
島
駅
ま
で
直
通
運
転
さ
れ
た
こ

と
で
、
地
域
を
取
り
巻
く
交
通
環
境

が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
誘
客
対

策
と
し
て
の
魅
力
あ
る
旅
行
商
品
や

二
次
交
通
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
10

年
先
を
見
据
え
た
交
流
人
口
の
増
加

に
取
り
組
み
ま
す
。

栃木西部・会津南道路整備促進期成同盟会設立総会
（日光市藤原庁舎＝１０月９日）
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高
齢
者
な
ど
の
交
通
手
段
と
し

て
、
地
域
公
共
交
通
の
役
割
は
大
変

重
要
で
す
。
一
方
で
、
高
齢
者
運
転

の
事
故
防
止
対
策
に
位
置
づ
け
る
、

運
転
免
許
証
自
主
返
納
制
度
が
進
ま

な
い
一
因
か
ら
も
、
新
た
な
公
共
交

通
網
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
町
民
や
日
ご
ろ

よ
り
公
共
交
通
を
利
用
し
て
い
る
方

の
声
を
聴
く
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
地
域
の
方
々
の
声
を
反

映
さ
せ
た
、
新
た
な
地
域
公
共
交
通

へ
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
す
。

公
共
交
通
対
策

地
域
力
の
向
上

　

多
様
な
交
流
機
会
を
創
出
し
て
関

係
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
、
移
住
定

住
す
る
若
者
が
増
加
し
、
集
落
内
の

交
流
を
通
じ
て
集
落
機
能
の
維
持
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
移
住
定
住
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
平
成
30
年
度
は
定
住
す

ま
い
る
補
助
金
制
度
を
新
設
し
、
定

住
者
に
対
す
る
住
宅
取
得
支
援
に
取

り
組
み
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
移

観

光

の

振

興

　

平
成
30
年
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の

統
合
に
向
け
て
会
津
高
原
リ
ゾ
ー
ト

㈱
の
不
動
産
を
取
得
す
る
と
と
も

に
、引
き
続
き
み
な
み
や
ま
観
光
㈱
、

会
津
高
原
リ
ゾ
ー
ト
㈱
、
会
津
高
原

フ
レ
ン
ド
・
カ
ン
ト
リ
ー
㈱
の
統
合

協
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
従
来
よ
り
観

光
誘
客
と
雇
用
の
確
保
、
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
観
光
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住

民
の
福
祉
や
教
育
な
ど
を
総
合
的
に

担
え
る
会
社
と
し
て
、
統
合
協
議
を

進
め
ま
す
。

結

び

に

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
の
機
会

を
増
や
し
、
よ
り
多
く
の
声
を
町
政

に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
議
会
、
行
政
が
信
頼
関
係

で
構
築
さ
れ
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
と
地
域
力
の
向
上
に
一
層
取

り
組
み
ま
す
。

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

農

林

業

対

策

●
農
業
分
野

　

新
規
就
農
者
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。
特
に
南
郷
ト
マ
ト
は
、

異
常
気
象
に
よ
る
夏
場
の
高
温
障
害

や
病
気
の
発
生
な
ど
で
、
全
国
的
に

出
荷
量
が
落
ち
込
む
中
、
売
り
上
げ

が
10
億
円
を
達
成
で
き
た
こ
と
は
、

各
農
家
の
徹
底
し
た
管
理
に
よ
り
高

品
質
な
ト
マ
ト
が
生
産
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
南
郷
ト
マ
ト
は
、
福
島
県

初
の
GI
（
地
理
的
表
示
）
登
録
を
取

得
し
た
こ
と
で
、
全
国
に
誇
れ
る
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
一
層
弾
み
が
つ
く
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
林
業
分
野

　

平
成
29
年
に
、
林
野
庁
の
林
業
成

長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
の

指
定
を
受
け
、
素
材
生
産
量
、
森
林

認
証
林
、
林
産
業
従
事
者
の
増
加
と

い
う
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
、「
木
の

町
」
復
活
に
向
け
て
重
点
的
に
取
り

組
む
た
め
、
平
成
30
年
に
農
林
課
内

に
「
林
業
成
長
産
業
化
推
進
室
」
を

設
置
し
、
間
伐
材
を
利
活
用
し
た
森

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
事
業
や
林
産
業

人
材
育
成
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も

　

人
口
減
少
対
策
の
一
つ
で
あ
る
子

育
て
支
援
は
、
核
家
族
化
が
進
む
中

で
、
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
、
５
歳
児
の
保
育

料
と
幼
稚
園
授
業
料
の
無
料
化
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
ス
マ
イ

ル
支
援
事
業
、
産
後
ケ
ア
支
援
、
妊

産
婦
医
療
費
助
成
制
度
な
ど
の
施
策

で
、
総
合
的
に
子
育
て
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
30
年
度
に
設
置
し
た

子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
え
が

お
」
に
は
、
子
育
て
に
悩
む
保
護
者

か
ら
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
適
切
な
相
談
支
援
体
制

や
関
係
機
関
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は

専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
の
役
割
が
果

た
せ
る
よ
う
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実

り
事
業
」
に
取
り
組
み
、
平
成
30
年

は
会
津
高
原
南
郷
ス
キ
ー
場
周
辺
で

記
念
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
伊
南
地
域
で
植
樹
祭
を

開
催
し
、
こ
の
事
業
を
町
民
と
と
も

に
未
来
に
向
け
た
シ
ン
ボ
ル
事
業
と

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

老朽化したさゆり荘は
建て替えによって地域の新たなシンボルに

景

観

形

成

　

豊
か
な
自
然
環
境
と
未
来
を
受
け

継
ぐ
子
孫
の
た
め
に
、
四
季
折
々
に

変
化
す
る
里
山
景
観
に
磨
き
を
か

け
、
地
域
の
宝
を
未
来
永
劫
伝
承
し

て
い
く
た
め
、「
移
り
ゆ
く
四
季
、

人
と
自
然
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ

く
り
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

美
し
い
景
観
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
さ
ゆ
り
荘
を

建
て
替
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
振
興

に
結
び
付
く
中
心
施
設
と
し
て
の
機

能
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
の
宣
言
で
あ
る
、「
み

ん
な
の
力
は
地
域
の
力
、
み
ん
な
で

創
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
体
現

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
健
康
で
幸
多
き
飛
躍
の
年
に
な
り

ま
す
よ
う
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
ま
ち
づ
く
り

　

合
併
か
ら
14
年
目
を
迎
え
た
町

は
、
合
併
特
例
に
よ
る
財
政
優
遇
措

置
期
間
が
終
了
し
、
激
変
緩
和
期
間

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

町
の
財
政
は
、
依
然
と
し
て
地
方

交
付
税
を
は
じ
め
と
し
た
依
存
財
源

の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
構
造

で
す
。

　

効
率
的
か
つ
計
画
的
な
財
政
運
営

に
努
め
る
一
方
で
、
住
民
生
活
に
必

要
な
事
業
や
未
来
に
つ
な
が
る
事

業
、
さ
ら
に
は
、
地
域
経
済
に
活
気

を
取
り
戻
す
た
め
、
商
工
業
や
農
業

な
ど
の
分
野
へ
の
支
援
、雇
用
対
策
、

町
民
所
得
の
向
上
、
人
口
減
少
対
策

に
は
迅
速
果
断
に
対
応
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
未
来
を
見
据
え
た
地
域

活
力
の
向
上
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
ま
す
。

住
定
住
対
策
を
人
口
減
少
の
重
要
事

項
と
位
置
づ
け
、
情
報
の
発
信
と
相

談
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

に
、
町
産
材
使
用
新
築
住
宅
等
補
助

制
度
を
新
設
す
る
な
ど
、
森
林
資
源

の
有
効
活
用
と
雇
用
創
出
の
た
め
の

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
林
野
庁
と
の
人
事
交
流

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
事
業
の
推
進
と

町
が
目
指
す
３
つ
の
目
標
達
成
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

県庁で内堀知事にＧＩ登録を報告（８月２０日）

新しい地域公共交通の整備も喫緊の課題
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会
津
縦
貫
南
道
路
５
工
区
（
下
郷
町
―

南
会
津
町
間
）
着
工

　

会
津
若
松
市
と
南
会
津
町
を
結
ぶ

「
会
津
縦
貫
南
道
路
」。
全
６
工
区
の

う
ち
、
既
に
着
工
し
て
い
る
下
郷
町

の
４
工
区
に
続
き
、
２
工
区
目
と
な

る
５
工
区
が
着
工
し
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
に
長
野
地
内
で
行
わ
れ

た
安
全
祈
願
祭
・
起
工
式
に
は
約
70

人
が
出
席
。
起
工
式
で
は
、
大
宅
町

長
が
「
会
津
地
方
の
縦
軸
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
や

地
域
間
連
携
の
強
化
な
ど
、
沿
線
地

域
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
」
と
あ

さ
い
つ
し
、
鈴
木
正
晃
副
知
事
、
会

津
縦
貫
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
会

長
の
室
井
照
平
会
津
若
松
市
長
、
星

學
下
郷
町
長
な
ど
関
係
者
と
と
も
に

鍬
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

工事の安全を祈願

【国道１２１号下郷田島バイパス（会津縦貫南道路５工区）事業概要図】

　下郷町塩生地区の国道２８９号と南会津町田島地区の国道１２１号を結ぶ、国道１２１号の下郷田島
バイパスに位置づけられる。
　整備延長は１１. １㌔、標準幅員は１３. ５㍍で、ＩＣ３カ所、トンネル１カ所、橋梁８カ所あり、総
事業費は約２１５億円。

資料提供：福島県南会津建設事務所

太鼓祭inソニックシティ２０１８

第１０回 日本一決定戦

　

和
太
鼓
演
奏
者
に
と
っ
て
の
夢
舞

台
「
さ
い
た
ま
市
・
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
」。
東
西
南
北
、
日
本
各
地

の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
計
８
チ
ー

ム
と
、
前
年
度
の
優
勝
チ
ー
ム
に
よ

る
日
本
一
決
定
戦
が
、
12
月
９
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

田
島
太
鼓
龍
巳
会
「
白
鼓
」
が

第
３
位
と
審
査
員
特
別
賞
に
輝
く

　

北
日
本
大
会
を
制
し
た

田
島
太
鼓
龍
巳
会
の
中
高

生
チ
ー
ム
「
白び
ゃ
っ
こ鼓
」
が
一

般
の
部
に
、
小
学
生
チ
ー

ム
「
鼓こ

こ狐
」
が
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
に
出
場
。
プ
ロ
や
強

豪
が
ひ
し
め
く
一
般
の
部

で
は
白
鼓
が
見
事
に
第
３

位
に
輝
く
と
と
も
に
、
審

査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

南
会
津
の
創
建
話
を
基

に
し
た
創
作
曲「
ざ
ん
ざ
」

を
演
奏
し
た
白
鼓
は
、
前

半
は
雪
の
降
る
情
景
を
、

後
半
は
春
を
表
現
し
、
太

鼓
、
篠
笛
、
舞
、
鳴
り
物

の
全
て
を
駆
使
し
て
会
場

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
渡
部
龍
大

さ
ん
（
会
津
高
３
年
）
は
、「〝
物
語

を
語
る
よ
う
に
太
鼓
を
打
つ
〟
と
い

う
白
鼓
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
を
存
分
に

発
揮
で
き
た
。
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
飛
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
出
場
し

た
「
鼓こ

狐こ

」
は
、
狐
が
踊
る

よ
う
な
軽
快
さ
と
勇
壮
さ
を

合
わ
せ
持
つ
曲
「
狐
火
」
を

演
奏
。
残
念
な
が
ら
入
賞
は

逃
し
た
も
の
の
、
北
日
本
大

会
か
ら
成
長
し
た
姿
を
観
客

に
披
露
し
ま
し
た
。

堂々たる演奏を披露＝「鼓狐」
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平成３０年度 予算執行状況
（上半期）

平成３０年度 予算執行状況
（上半期）

100％

0％

【町税】
予算現額

15億4,601万4千円
収入済額

8億6,774万2千円
（56.1％）

【繰入金】
予算現額

12億5,910万7千円
収入済額

0円
（0％）

【繰越金】
予算現額

3億8,284万8千円
収入済額

3億8,284万8千円
（100％）

【その他①※】予　算　額 3億8,739万3千円
　　　　　　収入済額 2億6,659万8千円（68.8％）

【地方交付税】予算現額 62億8,230万5千円　　　　　　
　　　　　　　収入済額 43億9,883万1千円（70.0％）

【国県支出金】
予算現額

14億2,969万円
収入済額

2億3,879万5千円
（16.7％）

【町債】
予算現額

19億531万7千円
収入済額

0円
（0％）

【諸収入】予算現額 1億5,153万円
　　　　　収入済額 2,360万4千円（15.6％）

【その他②※】
予算現額 5億2,350万3千円
収入済額 2億3,915万8千円

（45.7％）

【自主財源】
予算現額 37億2,689万2千円
収入済額 15億4,079万2千円（41.3％）

【依存財源】
予算現額 101億4,081万5千円
収入済額 　48億7,678万4千円（48.1％）

※議会費ほか
科　目 予算現額 支出済額 執行率

議 会 費 1億1,743万1千円 6,154万9千円 52.4％
災害復旧費 7,276万4千円 2,684万4千円 36.9％
予 備 費 等 3億8,872万9千円 0円 0％

町のお金はこのように使われています
一般会計

歳　出
●予算現額
　138億6,770万7千円

●支出済額
　58億4,080万3千円

●執行率
　42.1％

一般会計
歳　入

●予算現額
　138億6,770万7千円

●収入済額
　64億1,757万6千円

●収入率
　46.3％

100％

0％

【総務費】
予算現額

20億391万円
支出済額

8億6,400万4千円
（43.1％）

【民生費】
予算現額

24億1,385万1千円
支出済額

8億4,340万8千円
（34.9％）

【衛生費】
予算現額

10億2,013万3千円
支出済額

4億8,824万9千円
（47.9％）

【農林水産業費】
予算現額

9億455万7千円
支出済額

2億9,881万1千円
（33.0％）

【教育費】
予算現額

15億9,206万6千円
支出済額

6億9,305万6千円
（43.5％）

【議会費※ほか】予算現額 5億7,892万4千円
　　　　　　　支出済額 8,839万3千円（15.3％）

【労働費・商工費】
予算現額

12億3,260万7千円
支出済額

8億4,450万5千円
（68.5％）

【土木費】
予算現額

13億7,818万5千円
支出済額

2億5,200万千円
（18.3％）

【消防費】
予算現額

11億2,293万5千円
支出済額

8億2,349万2千円
（73.3％）

【公債費】
予算現額

16億2,053万9千円
支出済額

6億4,488万5千円
（39.8％）

0円 138億6,770万7千円

※その他①
科　目 予算現額 収入済額 収入率

分担金及び負担金 5,498万5千円 1,306万5千円 23.8％
使用料及び手数料 9,098万3千円 4,334万円 47.6％
財 産 収 入 2億3,342万3千円 2億564万1千円 88.1％
寄 付 金 800万2千円 455万2千円 56.9％

※その他②
科　目 予算現額 収入済額 収入率

地 方 譲 与 税 1億7,570万円 4,572万円 26.0％
地 方 消 費 税 交 付 金 2億9,800万円 1億7,454万2千円 58.6％
自 動 車 取 得 税 交 付 金 3,100万円 1,196万9千円 38.6％
地 方 特 例 交 付 金 430万3千円 430万3千円 100％
利 子 割 交 付 金 200万円 87万円 43.5％
配 当 割 交 付 金 380万円 83万7千円 22.0％
株式等譲渡所得割交付金 360万円 0円 0％
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 310万円 91万7千円 29.6％
交通安全対策特別交付金 200万円 0円 0％

【 特 別 会 計 】
会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 18億2,376万3千円 6億8,682万円 37.7％ 6億6,241万9千円 36.3％
後 期 高 齢 者 医 療 2億2,970万円 5,905万2千円 25.7％ 6,582万円 28.7％
介 護 保 険 22億6,686万7千円 9億6,872万7千円 42.7％ 9億4,873万6千円 41.9％
農林業集落排水事業 1億4,660万円 2,826万9千円 19.3％ 6,112万6千円 41.7％
公 共 下 水 道 事 業 4億1,825万3千円 8,510万4千円 20.3％ 1億7,931万3千円 42.9％

合　　計 48億8,518万3千円 18億2,797万2千円 37.4％ 19億1,741万4千円 39.2％

【 企 業 会 計 】

会計名
収　　入 支　　出

予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率

水道事業
収益的 5億2,551万9千円 1億6,581万円 31.6％ 5億8,442万6千円 9,397万3千円 16.1％
資本的 3億387万5千円 0円 　0％ 4億8,548万1千円 1億9,569万4千円 40.3％

●
総
務
費

・
公
共
交
通
対
策
協
議
会
補
助
金

・
職
員
駐
車
場
整
備
工
事

・
舘
岩
総
合
支
所
事
務
室
照
明
設
備
工
事

●
民
生
費

・
備
品
購
入
（
赤
十
字
救
援
車
両
）

・
福
祉
施
設
改
修
工
事

・
小
規
模
保
育
施
設
開
設
工
事

●
農
林
水
産
業
費

・
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助
金

・
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金

・
町
産
材
使
用
新
築
住
宅
等
補
助
金

・
中
山
間
地
域
関
係
事
業
（
２
件
）

・
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業
委
託
料

●
商
工
費

・
公
有
財
産
購
入（
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
関
係
）

・
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

・
地
域
活
力
創
生
事
業

・
さ
ゆ
り
荘
整
備
事
業
（
２
件
）

●
土
木
費

・
備
品
購
入
（
除
雪
車
両
）

・
木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助
金

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
関
係
工
事

・
町
営
住
宅
寺
前
団
地
屋
外
整
備
工
事

●
教
育
費

・
御
蔵
入
交
流
館
修
繕
工
事
（
２
件
）

・
体
育
施
設
修
繕
工
事
（
２
件
）

・
備
品
購
入
（
除
雪
機
）

※
こ
れ
ら
の
事
業
に
必
要
な
財
源
は
、
地
方
交

　

付
税
、
国
県
支
出
金
、
繰
越
金
、
各
種
基
金

　

か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
で
賄
わ
れ
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の

主
な
内
容

収
　
入
　
率

執
　
行
　
率

予　算　現　額 0円 138億6,770万7千円予　算　現　額

　

町
で
は
、
地
方
自
治
法
と
町
の
条
例
に
基
づ
き
、
町
の

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
30
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
～
９
月

30
日
）
の
財
政
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
の
収
入
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
お
金
が
使

わ
れ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
【
問
合
せ
】
総
務
課
財
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

　

一
般
会
計
は
、
上
半
期
中
に
予
算
を
２
回
補
正
し
、
歳

入
歳
出
の
予
算
現
額
は
１
３
８
億
６
７
７
０
万
７
千
円
と

な
り
、
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
12
億
８
６
７
０
万
７
千

円
（
10
・
２
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
入
済
額
は
64
億
１
７
５
７
万
６
千
円
（
収
入
率
46
・

３
％
）
で
、
支
出
済
額
は
58
億
４
０
８
０
万
３
千
円
（
執

行
率
42
・
１
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
特
別
会
計
、
使
用

料
な
ど
の
収
益
で
運
営
し
て
い
る
企
業
会
計
の
状
況
は
、

９
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

町
の
予
算
の

　
　
　
執
行
状
況

平成３０年度
上半期
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制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
納
税
義
務
者

の
合
計
所
得
金
額
に
制
限
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
配
偶
者
の
特
別
控
除
の
対
象
所

得
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
配
偶
者
控
除

　

配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が
、
38
万
円

　

以
下
の
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
配
偶
者
特
別
控
除

　

配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が
、
38
万
円

　

超
～
１
２
３
万
円
の
場
合
に
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

は
じ
ま
り
ま
す

申

告

相

談
相
談
期
間

２
月
18
日
（
月
）
～
３
月
15
日
（
金
）

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
30
年
中

　

に
何
ら
か
の
所
得
が
あ
っ
た
方

②
農
業
、
商
業
、
建
設
業
、
製
造
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
方

③
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
（
農
業
、
不
動
産
、
利
子
、

　

配
当
所
得
な
ど
）
が
あ
っ
た
方

④
給
与
の
支
払
い
を
受
け
、
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

⑤
平
成
30
年
分
の
給
与
の
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
た
方

⑥
土
地
や
建
物
な
ど
を
譲
渡
し
た
方

⑦
平
成
30
年
に
中
途
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
て
い
な
い
方

※
譲
渡
所
得
な
ど
は
税
務
署
で
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
が
必
要
な
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
給
与
の
支
払
い
を
受
け
、
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
る
方

②
65
歳
以
上
（
昭
和
29
年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
年

　

金
以
外
に
収
入
が
な
く
、
年
金
収
入
が
１
２
０
万
円
以
下
の
方

③
税
務
署
で
確
定
申
告
を
す
る
方

申
告
が
不
要
な
方

①
申
告
関
係
書
類
等

　

税
務
署
ま
た
は
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
た
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
印
鑑

　

所
得
税
を
口
座
振
替
で
納
税
さ
れ
る
方
は
、
金
融
機
関
の
届
出
印

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

本
人
確
認
（
番
号
確
認
・
身
元
確
認
）
で
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

・
通
知
カ
ー
ド
な
ど
の
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
確
認
で
き
る
書

　

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
さ
ら
に
、
身
元
が
確
認
で
き
る
書
類
と
し
て
「
顔
写
真
が
付
い
た

　

運
転
免
許
証
な
ど
を
一
つ
」
か
、「
保
険
証
や
税
関
係
の
領
収
書

　

な
ど
顔
写
真
の
な
い
書
類
を
二
つ
」
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

④
控
除
の
内
容
が
確
認
で
き
る
資
料

⑤
口
座
番
号
を
確
認
で
き
る
も
の
（
預
金
通
帳
等
）

※
詳
細
は
、
後
日
配
布
さ
れ
る
「
平
成
31
年
度
町
県
民
税
の
申
告
相

　

談
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
が
変
わ
り
ま
す
！

【配偶者控除額（町県民税）一覧表】

納税義務者の
合計所得金額

控　　　除　　　額

控除対象配偶者 老人控除対象配偶者

９００万円以下 ３３万円 ３８万円

９００万円超～
９５０万円以下 ２２万円 ２６万円

９５０万円超～
１, ０００万円以下 １１万円 １３万円

【配偶者特別控除額（町県民税）一覧表】

納税義務者の
合計所得金額

配 偶 者 の 合 計 所 得 金 額
３８万円超～
９０万円以下

９０万円超～
９５万円以下

　９５万円超～
１００万円以下

１００万円超～
１０５万円以下

１０５万円超～
１１０万円以下

１１０万円超～
１１５万円以下

１１５万円超～
１２０万円以下

１２０万円超～
１２３万円以下

控 除 額

９００万円以下 ３３万円 ３１万円 ２６万円 ２１万円 １６万円 １１万円 ６万円 ３万円

９００万円超～
９５０万円以下 ２２万円 ２１万円 １８万円 １４万円 １１万円 ８万円 ４万円 ２万円

９５０万円超～
１, ０００万円以下 １１万円 １１万円 　９万円 　７万円 　６万円 ４万円 ２万円 １万円

※配偶者以外の扶養控除は変更ありません。（従来どおり合計所得金額３８万円以下）

役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

申
告
相
談
会
場

お住まいの地域 会　　　場

田　島 役場本庁 １階 多目的ホール

舘　岩 舘 岩 総 合 支 所 １ 階 事 務 室

伊　南 伊 南 総 合 支 所 １ 階 会 議 室

南　郷 南 郷 総 合 支 所 １ 階 会 議 室

※各地域とも１会場での開催になります。

【
会
場
内
】

　

職
員
が
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
を
作
成
し

ま
す
。

　

事
前
に
申
告
書
に
記
載
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
事
業
所
得
の
あ
る
方
は
、

支
払
内
訳
書
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
郵
送
の
場
合
】

　

町
県
民
税
の
申
告
書
を
自
分
で
記
載
、

署
名
、
押
印
し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
書
が
必
要
な
方

　

問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
郵
送
す
る
場
合

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
」
と
「
本
人

　

確
認
書
類
の
写
し
の
添
付
」
を
忘
れ
ず

　

に
お
願
い
し
ま
す
。

※
郵
送
期
限
：
３
月
15
日
（
金
）

申
告
方
法

【申告相談に関する問合せ】

税務課　町税係　　　　　　　　　　電話 ０２４１（６２）６１１０　　舘岩総合支所　町民課　住民税務係　電話 ０２４１（７８）３３４５

伊南総合支所　町民課　住民税務係　電話 ０２４１（７６）７７１２　　南郷総合支所　町民課　住民税務係　電話 ０２４１（７２）２２２４

　 ≪町で相談できない申告≫
◆配当所得のうち「特定口座年間取引報告書」による申告
◆分離課税（不動産・株式などの譲渡所得、上場株式など
　の配当所得、先物取引に係る雑所得）の申告
◆仮想通貨などの高度な判断を要する申告
◆住宅借入金等特別控除や住宅関連特別控除など、住宅税
　制の適用を受ける申告

次の申告は税務署で
ご相談ください。
（１５㌻参照）

　
「
平
成
30
年
分
の
所
得
税
」
と
「
平
成
31
年
度
の
町
県
民
税
」
の
申
告

相
談
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

※
税
務
署
で
の
申
告
に
関
し
て
は
15
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



広報みなみあいづ 2019.113 122019.1 広報みなみあいづ

地域 田島 舘岩 伊南 南郷

時間 ① 午 前 の 部：午 前 ９ 時 ～ 正　　 午（ 受 付 は 午 前 １ １ 時 ３ ０ 分 ま で ）
② 午 後 の 部：午 後 １ 時 ～ 午後４ 時（ 受 付 は 午 後 　 ３ 時 ３ ０ 分 ま で ）

　　　　　   会場
指定日

役場本庁１階
多目的ホール

総合支所１階
事務室 各総合支所１階　会議室

２月１８日（月） 滝原・羽塩 福渡・松戸原 上町 東・中小屋

　　１９日（火） 古今・糸沢 戸中・押戸吉高・貝原・角生下 下町 木伏・水根沢

　　２０日（水） 関本・藤生 小高林・上ノ原・助木生 道城 大新田・大橋

　　２１日（木） 川島 川衣・木賊 ※指定日に申告できない方 上山口

　　２２日（金） 中荒井
たのせ・穴原・前沢（午前）

多々石 中山口
塩ノ原（午後）

　　２５日（月） 高野 水引 白沢 下山口

　　２６日（火） 上塩江・下塩江 湯ノ花・角生上 小塩 台板橋

　　２７日（水） 福米沢・金井沢 熨斗戸・伊与戸・新田原 ※指定日に申告できない方 鴇巣

　　２８日（木） 大豆渡・黒沢 森戸 青柳 宮床

３月　１日（金） 針生 井桁・八総 宮沢 界

　　　３日（日） ※指　　定　　日　　に　　申　　告　　で　　き　　な　　い　　方

　　　４日（月） 栗生沢・小出原 精舎・岩下・番屋 浜野 虻の宮・小野島

　　　５日（火） 水無・田部 高杖原・会津高原 ※指定日に申告できない方 片貝

　　　６日（水） 田部原１・２

※指定日に申告できない方

内川・耻風 富山

　　　７日（木） 長野 大原・小立岩 下山

　　　８日（金） 永田・今生 大桃 乙沢

　　１０日（日） ※指定日に申告できない方

　　１１日（月） 宮本・横町・折橋・丹藤

※指定日に申告できない方 ※指定日に申告できない方

上平・上町

　　１２日（火） 新町・西町・上町・松下 谷地・福田

　　１３日（水） 後原・大町・上中町

※指定日に申告できない方　　１４日（木） 中町・本町・東町

　　１５日（金） ※指定日に申告できない方

※「指定日に申告できない方」に当たる日は、該当する地域の方のみが対象です。お間違えないようご注意ください。

申告相談スケジュール

№ 質　　　問 回　　　　　　　　　　答

１ 申告をしないと、どうなりますか？

　申告内容は、町県民税をはじめ国民健康保険税、介護保険料、福祉の扶助、国民
年金保険料の減免、公営住宅使用料などを算定する際の基礎資料となります。一方
で、申告しないことで各種控除が受けられず、税額や料金などの額が高くなること
もあります。
　さらに、遺族年金や障害者年金など、非課税所得のみの方や申告をする必要がな
い方に当てはまる場合でも、申告することで後期高齢者医療保険料の軽減や臨時福
祉給付金などの給付金を受けられる場合もあるので、ご相談ください。
　そのほか、税に関する証明書の交付を受けたい方は、申告が必要です。

２
住んでいる地域以外の会場でも、申告
相談は可能ですか？

　申告に必要な資料は、それぞれ住んでいる地域の会場で準備していますので、お
住まいの地域の会場で申告してください。

３
各会場で、指定地区以外の申告相談は
可能ですか？

　特に、田島地域（役場本庁）では申告者数が多いため、できるだけ各地区の指定
日に申告相談 をしてください。都合の悪い方は、「指定日に申告できない方」のた
めの相談日にお越しください。

４
都合で会場に行けないときは、どうす
ればよいですか？

　親族や代理人による申告も可能ですが、その場合は、お願いする申告対象者の委
任状（任意様式）、もしくは申告対象者 本人しか持ちえないもの（マイナンバーカー
ドや運転免許証、保険証など  ※コピー可）を準備してください。
　また、郵送による申告も可能です。希望する方には申告書類を送付しますので、
本庁税務課、または各総合支所町民課住民税務係までご連絡ください。

５
収入が無い場合でも、申告は必要です
か？

　収入が無い場合でも、申告書の提出が必要です。希望する方には申告書類を送付
しますので、本庁税務課、または各総合支所町民課住民税務係までご連絡ください。
※申告しないと、所得証明をはじめとした税関系の証明書を交付できません。

６
遺族・障害年金、雇用（失業）保険、
傷病手当のみを受給していますが、申
告は必要ですか？

　これらの収入は、税額を計算する際の課税対象外ですが、継続して受給するとき
の手続きで所得証明書が必要な場合があるため、申告が必要です。
※申告しないと、所得証明をはじめとした税関系の証明書を交付できません。

７
少額のパート、アルバイトの収入のみ
ですが、申告は必要ですか？（学生を
含む。）

　給与支払報告書が、勤務先から町に提出されている場合は申告不要ですが、提出
されていない場合は申告が必要です。
　提出の有無は、勤務先へご確認ください。

８
申告の案内が届かないときは、申告し
なくてもよいですか？

　案内が届かなくても、申告が必要な場合があります。
　なお、これまで申告案内が届いていた方でも、前年に申告されていない方などに
は案内を送付していません。

９

公的年金収入が４００万円以下ですが、
申告は必要ですか？
税務署では申告は不要といわれまし
た。

　所得税の還付を受けるための申告（還付申告）をする方、または公的年金以外の
所得（営業、農業、不動産、給与、一時所得など）の合計が２０万円を超え、所得
税を追加納付する方は申告が必要です。（それ以外の方は申告不要）
　ただし、申告が不要な方でも、次の要件によっては町県民税の申告が必要な場合
がありますのでご注意ください。
①公的年金以外に２０万円以下の所得がある方
②源泉徴収票に含まれていない控除（社会保険料、医療費、生命保険料、地震保　
　険料など）を追加したい方など。

10
医療費控除は、医療費が１０万円以上
でないと控除の対象外ですか？

　控除の対象は次の額ですが、１０万円以下でも該当する場合があります。
　『医療費の合計※－【「総所得金額等×５％」または「１０万円」の少ない方】』
※「医療費の合計」は、保険金などの補てん金を差し引いた額
　また、特例（セルフメディケーション税制）として、健康診断や予防接種などの
一定の取り組みをし、スイッチＯＴＣ医薬品の購入金額が合計１２, ０００円以上
の場合は、医療費控除の対象になります。

11
昨年は送迎バスがありました。今年も
ありますか？

　昨年同様、指定地区の方には送迎バスを運行しますのでご利用ください。
　詳しい運行時間などは、後日チラシでお知らせします。

申告相談Ｑ＆Ａ

役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information
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役場からのお知らせ
town office information

給与支払報告書の提出を忘れずに
　所得税の源泉徴収義務がある事業主（給与支払者）※  は、法人・個人を問わず、前年中に支払った給与
について、給与支払額の多少にかかわらず、アルバイト・パート、役員などを含むすべての従業員の給与
支払報告書を作成し、従業員の１月１日現在における住所地の市町村長に提出することが法令により義務
付けられています。

※従業員を雇用する事業主（給与支払者）は、所得税の源泉徴収義務者です。

【 問 合 せ 】
税務課　町税係　　　　　　　　　　電話 0241（62）6110　　舘岩総合支所　町民課　住民税務係　電話 0241（78）3345
伊南総合支所　町民課　住民税務係　電話 0241（76）7712　　南郷総合支所　町民課　住民税務係　電話 0241（72）2224

区　分 内　　　　　　　　　　容

提出するもの
①総括表　　②給与支払報告書（１人につき２枚）
③普通徴収切替理由書（普通徴収対象者がいる場合は必ず提出してください。）

提 出 期 限 平成３１年１月３１日（木）　※早期提出にご協力ください。

提 出 先
（ 南 会 津 町 ）

【持参の場合】本庁税務課または各総合支所町民課
【郵送の場合】〒９６７－８５０１   南会津町田島字後原甲３５３１－１   南会津町役場 税務課

注 意 点

　町から特別徴収義務者の指定を受けている事業所は、町から郵送された指定番号入りの総括
表と給与支払報告書をご使用ください。
※昨年、給与支払報告書を電子申告（ｅＬＴＡＸ）で提出された事業所へは、総括表を送付し
　ていません。
※特別徴収ができない方がいる場合は、特別徴収対象者と普通徴収対象者の間に、必ず「普通
　徴収切替理由書」を挟んで区別してください。

重 要 事 項

　マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）の施行により、給与支払報告書に「法人番号」
および「個人番号」の記載が必要です。

　本人確認は、次に分類されます。
　◆番号確認（正しい個人番号を確認）
　◆身元確認（申告者が個人番号の持ち主であるかを確認）

　なお、代理人が提出する場合は、次の書類が必要です。
　①委任状（法定代理人の場合は戸籍謄本、その他の資格を証明する書類）
　②代理人の身元確認書類
　③個人事業主の個人番号確認書類

【番号記載の対象者】

●給与受給者・・・受給者本人、控除対象配偶者、扶養親族

●給与支払者・・・法人番号、個人番号（個人事業主の場合）
※支払者が個人事業主の場合は、
　提出時に本人確認を行います。

①１点で確認できるもの　→　「マイナンバーカード」

②２点以上で確認できるもの　→　マイナンバーカードをお持ちでない方は、次のいずれかの

　　　　　　　　　　　　　　　　書類をそれぞれご用意ください。

個 人 番 号
通知カード

顔写真入りの証明書（１点）
・運転免許証
・パスポート
・障害者手帳　など

次の書類のうち２点
・医療保険の被保険者証
・年金手帳
・児童扶養手当証書　など

＋ または

田島税務署からのお知らせ
平成３０年分

所得税等確定申告のご案内
申告書作成会場のご案内

区分 内　　容 注　　意　　事　　項

開設場所 田島税務署 １階 会議室

開設期間 ２月１８日（月）～３月１５日（金）
◆土曜日・日曜日は除きます。
◆開設期間前は会場を設置いたしませんので、開設期間中に
　お越しください。

開設時間
午前９時～午後５時

（相談受付は午後４時まで）
◆混雑の状況によっては、早めに相談受付を終了する場合が
　ありますので、ご了承願います。

【問合せ】田島税務署　電話０２４１（６２）１２３０
※自動音声によりご案内しています。相談内容に応じて該当の番号を選択してください。

申告書の作成は国税庁ホームページが便利です！
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただければ、申告書を自宅で作成し、郵送などで提
出することができます。
※マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタをご用意すれば、「ｅ - Ｔａｘ（電子申告）」を利用して提出できます。
※事前に税務署で手続きすると、マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタをお持ちでない方でも、「ｅ - Ｔａｘ（電
　子申告）」をご利用できます。

税金の納付は振替納税が便利です！
【平成３０年分の納税期限】

種　　　別 納税方法 納税期限
申告所得税及び復興特別所得税・贈与税 納付書払い ３月１５日（金）
申告所得税及び復興特別所得税 振 替 納 税 ４月２２日（月）
消費税及び地方消費税（個人事業者） 納付書払い ４月　１日（月）
消費税及び地方消費税（個人事業者） 振 替 納 税 ４月２４日（水）

（注）贈与税は振替納税できません。

マイナンバーの記載等
　確定申告書を提出するときは、毎回、「マイナンバー（１２桁）の記載」と「本人確認書類の提示または写しの添付」
が必要です。
　　　　　　　　　　　　　　　　【例１】マイナンバーカード
　　　　　　　　　　　　　　　　【例２】「通知カード」＋「運転免許証、公的医療保険の被保険者証など」

本人確認書類の例

配偶者控除と配偶者特別控除が変わります
①配偶者の合計所得金額のほか、申告される方ご本人の所得金額に応じて適用されます。
②控除額が変更されました。

医療費控除は領収書の提出が不要に
　領収書の代わりに、「医療費控除の明細書」の添付が必要になりました。
※医療費の領収書は、自宅で「５年間保存」する必要があります。
※平成３１（２０１９）年分までは、医療費の領収書の添付または掲示でも申告が可能です。
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学
ぶ
キ
ミ
た
ち
を
応
援
!!

平
成
31
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

奨
学
金
は
、「
能
力
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
理
由
か
ら

就
学
が
困
難
な
方
」
に
必
要
な
資
金

を
お
貸
し
す
る
こ
と
で
、
教
育
の
機

会
均
等
と
健
全
な
社
会
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【奨学金（貸与）の額】
種　　別 区分 金　額

高等学校
（申請に応じて金額を決定）

国公立 17,000円（月額）
または 30,000円（月額）

私　立 32,000円（月額）
高等専門学校 － 22,000円（月額）

短期大学・大学・大学院
国公立 37,000円（月額）
私　立 42,000円（月額）

各種専門学校
（２年以上の修業） － 32,000円（月額）

医療関係技術者養成学校
（看護師※） － 600,000円（年額）

※看護師資格を取得し、町内へ看護師として就職したときには、
　返済を免除される場合があります。

支

給

要

件

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
に

限
り
ま
す
。

①
町
出
身
の
学
生
、
か
つ
保
護
者
が

　

町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

②
品
行
が
正
し
く
、
学
術
に
優
れ
て

　

い
る
こ
と
。

③
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
就
学
が
困

　

難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

申

請

手

続

　

奨
学
金
の
貸
与
を
希
望
す
る
場
合

は
、
募
集
案
内
を
確
認
の
上
、
必
要

書
類
を
整
え
て
問
合
せ
先
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
案
内
は
問
合
せ
先
で
交
付
す

　

る
ほ
か
、
郵
送
に
よ
る
送
付
も
可

　

能
で
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
関
係
書

　

類
な
ど
を
入
手
で
き
ま
す
。

申

請

期

間

１
月
16
日
（
水
）
～
２
月
15
日
（
金
）

決

定

方

法

　

内
定
後
に
面
接
を
経
て
決
定
し
、

書
面
で
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

問

合

せ

●
教
育
委
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会 

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
役
場
本
庁
３
階
）

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
０
０

●
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内
）
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７
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教
育
委
員
会
表
彰

皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
表
彰
し
ま
す

　

文
化
の
向
上
や
教
育
の
振
興
発
展

に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ

る
方
を
表
彰
す
る
た
め
、
該
当
者
の

内
申
を
受
け
付
け
ま
す
。

種
類
・
基
準

【
功
労
表
彰
・
功
績
表
彰
】

　

町
教
育
関
係
機
関
、
各
種
団
体
の

委
員
な
ど
。（
在
職
年
数
に
よ
り
表
彰
）

【
奨
励
賞
】

　

左
表
の
と
お
り
。

対

象

者

・
町
民

・
町
内
に
在
籍
す
る
団
体

・
町
内
の
学
校
、
幼
稚
園
、
そ
の
他

　

の
教
育
機
関
の
職
員

【奨励賞の表彰基準】

区　分
大　　会　　規　　模

全国 東北 全県

スポーツ ８位以内入賞 ３位以内入賞 優　勝

芸術文化 ５位以内入賞 ３位以内入賞 最上位

※平成３０年２月から平成３１年１月までの成績

締

切

　

１
月
31
日
（
木
）

そ

の

他

・
本
年
度
の
表
彰
に
間
に
合
わ
な
い

　

場
合
は
、
来
年
度
の
表
彰
に
内
申

　

し
て
く
だ
さ
い
。
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ど
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０

平
成年

度30

平成３１年度
放課後児童クラブ入所児童募集のご案内

平成３１年４月１日から、放課後児童クラブへ入所を希望する児童を次のとおり募集します。
入所希望する保護者の方は、期間内にお申込みください。

放課後児童クラブとは
　共働き世帯の小学校の児童を、授業終了後から保護者の帰宅
時間まで専任のスタッフがお預かりし、友達と遊びや宿題など
をして過ごす場を提供します。また、夏休みなどの休校日でも
安全に過ごすことができます。

対象児童
　保護者の就労や家族の介護・看護のた
めに、日中留守になる家庭の小学生

募集内容等
地域 学　区 名　　称 電話番号 定　員 申込期限

田島

田 島 小 学 校 あ た ご っ こ ク ラ ブ ６２－０１８９ ６０人

２月８日
（金）

田島第二小学校 ＧＯＧＯキッズクラブ ６２－７１５５ ２５人

桧 沢 小 学 校 ひのきやまびこクラブ ６２－０７２４ ２０人

荒 海 小 学 校 げ ん き っ こ ク ラ ブ ６６－２６８８ ２５人

南郷 南 郷 小 学 校 南郷放課後児童クラブ ７２－２４０９ ２０人

舘岩 舘 岩 小 学 校 舘岩放課後児童クラブ ７８－５０００ ２０人 ３月１日
（金）伊南 伊 南 小 学 校 ス マ イ ル ク ラ ブ ７６－２１２３ ２０人

開所日時等
区分

項目 通常保育 一　日　保　育

開 所 日 毎週月曜 ～ 金曜 毎月第１・第３土曜日、学校行事の振替休日、夏休みなどの長期休業期間
※毎月第２・第４土曜日、祝祭日、年末年始は閉所日です。　　　　　

開 所 時 間 午後１時 ～ 午後７時 午前８時 ～ 午後７時

負 担 金 児童１人あたり月額５, ０００円

申込方法
　問い合わせ先に備え付けの申請書に記入の上、進学を希望する地域
の窓口に提出してください。
　※申込期限にご注意ください。

その他
①募集の結果、次に該当する場合は入所をお断りすることがあります。
　◆希望する児童クラブが定員を超えている場合
　◆審査基準（年齢・家庭状況）に照らし合わせて優先順位の低い児童
　◆調査の結果、児童を保護する方が昼間にいると判断された場合
②定員を超えても、なお入所を希望する場合は「待機者」となります。
③ 4 月から学区を変更する予定の方は、進学を希望する学区の児童クラ
　ブを記入して、対象の地域の問い合わせ先窓口に提出してください。

【問合せ】
健康福祉課　子育て支援係
　電話０２４１－６２－６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　電話０２４１－７８－３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　電話０２４１－７６－７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　電話０２４１－７２－２２２５
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　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからも
お申し込みができるほか、クレジット決済もできます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

１１月１６日から１２月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計１０８件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
今
年
も
奈
良
屋
さ
ん
の「
新
そ
ば
」

は
最
高
に
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
ペ

ン
シ
ョ
ン
・
フ
ェ
リ
チ
ェ
さ
ん
に
行

き
た
い
で
す
。

▼
戦
時
中
、
昭
和
19
年
の
夏
か
ら
学

童
疎
開
で
お
世
話
に
な
っ
た
東
京
都

目
黒
区
菅
刈
国
民
学
校
の
生
徒
の
一

人
で
す
。
昭
和
49
年
に
は
栗
の
苗
木

50
本
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
当
時
の
田
島
町
長

か
ら
ご
丁
寧
な
感
謝
の
書
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
平
成
18
年
に
町
村
合

併
し
て
南
会
津
町
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
育
て

支
援
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
ま
で
も
自
然
豊
か
で
、
人
々

が
笑
顔
の
南
会
津
町
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。

住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

東 京 都 江 東 区 星　　智至　様 神奈川県横浜市 中山　百子　様 埼 玉 県 越 谷 市 齋藤　孝裕　様

東 京 都 品 川 区 千代田義法　様 神奈川県藤沢市 小原　俊二　様 群馬県伊勢崎市 森　　喜春　様

東 京 都 品 川 区 藤本　美弘　様 神奈川県茅ヶ崎市 二見　康太　様 静 岡 県 藤 枝 市 城田　純一　様

東 京 都 目 黒 区 塩野伊豆海　様 千 葉 県 千 葉 市 梶　　佳祐　様 静 岡 県 藤 枝 市 高井　秀喜　様

東京都世田谷区 田中英次郎　様 千 葉 県 野 田 市 谷　　浩一　様 岐 阜 県 岐 阜 市 荒深　秀子　様

東京都世田谷区 湯田　　寧　様 千葉県大網白里市 大宮　和美　様 兵 庫 県 神 戸 市 馬場　良彦　様

東 京 都 杉 並 区 須田　美雅　様 千葉県大網白里市 大宮佑佳里　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

東 京 都 立 川 市 渡部　雅隆　様 茨 城 県 桜 川 市 増渕　哲男　様

福 島 県 福 島 市
一般財団法人

ふくしま未来研究会

代表理事　佐藤　勝三　様
東 京 都 町 田 市 高山謙太郎　様 栃木県宇都宮市 檜山　紀明　様

神奈川県横浜市 小原　卓也　様 埼 玉 県 草 加 市 後藤　勝行　様

神奈川県横浜市 渡部　光男　様 埼 玉 県 吉 川 市 大木　浩司　様 匿 名 希 望 ７８件

▼
南
会
津
町
へ
の

旅
行
を
、
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も

南
会
津
町
を
応
援

し
ま
す
。

▼
舘
岩
地
域
に
別

荘
が
あ
り
一
年
中

お
世
話
に
な
っ
て

久米工業株式会社
シリーズ 10

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　●会社の主な施工実績・受賞経歴

【施工実績】　桧沢川災害復旧関連工事、びわのかげ運動公園遊具改
　　　　　　修工事、会津高原だいくらスキー場関連工事、農業基
　　　　　　盤水路新設工事など

【受賞経歴】　平成３０年度福島県優良建設工事表彰
　　　　　　（桧沢川河川災害復旧助成工事（護岸工））

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　近年の福島県は、東日本大震災、平成２３年新潟・福島豪雨、平成２６年豪雪、平成２７年関東･東北豪雨と、立て続けに大きな自
然災害に見舞われました。そんな中、災害発生直後から道路・河川のパトロールや破損箇所の補修を、私たち建設業者が行っているの
をご存知でしょうか。
　普段何気なく通っている道路ですが、地域の暮らしや医療を支える「命の道」です。当社では
護岸工事、道路工事、維持補修工事、除雪作業などを行っています。全社員「地域、社会、そし
て家族のために誇りを持って仕事をする」そんな意識を持って仕事をする企業をめざしています。
　その他、全国パラボラ工法協会※や㈳日本下水道管路管理業協会などの新技術を、積極的に取り
入れています。

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　我が社のプライドは、社訓にも掲げる「地域のためを思って仕
事する」という意識です。
　建設業というのは、暗いイメージを持たれがちな業種ですが、
地域の暮らしや医療を支える大事な仕事だと、全社員が意識して
仕事をしています。
　また、将来の建設業界を担う技術者育成にも力を入れており、
社員のスキルアップにつながる講習会などへの参加、各種資格試
験や免許取得に対して、全面的にサポートしています。

【会社概要】
◆代表取締役：渡部　雅孝　◆設立：１９６８年（昭和４３年）３月１日　◆住所：南会津町永田字大道上３２６　
◆ＴＥＬ：０２４１（６２）１１８２　◆従業員数：３３人（男３３人）　◆URL： http://www.uyou.gr.jp/kume-kogyo/

自然と調和　人と自然に優しい街づくり

次
回
は
「
遺
言
書
が
争
い
を
防
止
す
る
!?
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
県
司
法
書
士
会　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
地
方
法
務
局　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

　
　
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

】http://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/fukushim
a/

第
３
回
「
誰
が
相
続
人
に
な
る
の
？
②
」

先
日
、
夫
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
夫
婦
の
間
に
は
子
ど
も

が
い
な
い
の
で
す
が
、
夫
の
弟
が
遺

産
を
分
け
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
ま

す
。

　

夫
の
弟
に
も
相
続
権
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

亡
く
な
っ
た
方
（
被
相
続
人
）

が
遺
言
を
残
し
て
い
な
い
場

合
、
民
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
優
先

順
位
に
よ
り
相
続
人
が
決
ま
る
こ
と

は
、
前
回
お
話
し
た
と
お
り
で
す
。

　

被
相
続
人
の
子
（
孫
）
や
父
母
（
祖

父
母
）
が
い
れ
ば
兄
弟
姉
妹
に
相
続

権
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
も
い

な
い
と
き
は
第
３
順
位
の
兄
弟
姉
妹

が
被
相
続
人
の
配
偶
者
と
と
も
に
相

続
人
と
な
り
ま
す
。

　

被
相
続
人
よ
り
先
に
兄
弟
姉
妹
が

亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
甥
姪
の

一
代
に
限
り
代
襲
相
続
人
と
な
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
被
相
続
人
に
婚
外
子
や

先
妻
と
の
間
の
子
が
い
る
場
合
は
そ

の
子
が
相
続
人
と
な
り
ま
す
の
で
、

相
続
人
を
確
定
さ
せ
る
に
は
、
し
っ

か
り
と
戸
籍
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

答 問
　

不
動
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
後
、
長
期
間
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
土

地
が
多
く
存
在
し
、
所
有
者
不
明
の
土
地
が
発
生
し
た
り
空
き
家
問
題
に
な
る

な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
相
続
登
記
に
関
す
る
疑
問
や
解
決
方
法
な
ど
を
お
伝
え

し
ま
す
。

連
載
コ
ラ
ム
「
相
続
登
記
」 １月の納税こよみ

町　　県　　民　　税　　第４期
国 民 健 康 保 険 税　　第７期
介 　 護 　 保 　 険 　 料　　第７期
後期高齢者医療保険料　　第６期
国　　民　　年　　金　　12月分

納期限は１月３１日（木）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

びわのかげ運動公園の遊具改修工事 除雪作業（国道４００号）

銀竜橋撤去工事（中山峠）
桧沢川河川災害復旧助成工事（護岸工）

※平成３０年度福島県優良建設工事表彰受賞

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
大
変

お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
南
郷
村
出
身
で
す
。故
郷
に
感
謝
。

▼
水
も
野
菜
も
お
米
も
美
味
し
い
南

会
津
町
が
大
好
き
で
す
。
発
展
を
祈

り
ま
す
。

▼
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
懐
か
し
さ

が
増
し
て
く
る
故
郷
で
す
。

▼
両
親
が
南
郷
村
出
身
で
す
。
い
つ

ま
で
も
故
郷
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ
も
応
援

し
て
い
ま
す
。

▼
ス
キ
ー
場
を

応
援
し
て
い
ま

す
。

▼
南
会
津
町
が

大
好
き
で
す
。

【パラボラ工法とは】
　マンホール鉄蓋および周辺舗装の修繕工法で、小
型の切断機で鉄蓋の周囲の舗装を円形球面状に切断
できるのが特徴。騒音・振動の発生源となる破砕作
業や転圧作業が少なく、短時間での修繕が可能。
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左から、星和明さん、大宅町長、渡部龍一さん

統合検討協議会が発足
第三セクター３社の統合へ

　

11
月
16
日
、
観
光
事
業
系
第
三
セ
ク
タ
ー
の

「
み
な
み
や
ま
観
光
㈱
（
渡
部
龍
一
代
表
取
締

役
）」、「
会
津
高
原
リ
ゾ
ー
ト
㈱
（
星
和
明
代

表
取
締
役
）」、「
会
津
高
原
フ
レ
ン
ド
・
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
㈱
（
同
）」
３
社
の
統
合
に
向

け
た
検
討
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
３
社
は
統
合
協
議
に
関
す
る

覚
書
に
調
印
。
経
営
基
盤
の
強
化
、
地
域
資
源

の
利
活
用
、
観
光
振
興
と
雇
用
の
確
保
な
ど
、

町
の
中
核
的
企
業
と
し
て
担
う
べ
き
目
的
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
た
な
第
三
セ
ク
タ
ー
法
人
が
目

指
す
方
向
性
と
、
地
域
で
果
た
す
べ
き
役
割
な

ど
を
一
つ
一
つ
確
認
し
、
社
員
が
明
る
く
楽
し

く
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
協
議

が
定
期
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

福米沢が２年ぶりの総合優勝
檜沢Comスポ最終戦！

スポーツを通して交流を深めた参加者

田島中野球部が全国大会へ
キャッチボールの祭典へ出場

　

１
チ
ー
ム
９
人
で
、
２
分
の
間
に
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
の
回
数
を
競
う
「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
」。

　

正
確
さ
と
ス
ピ
ー
ド
、
さ
ら
に
は
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
求
め
ら
れ
る
こ
の
競
技
は
、

（一社）
日
本
プ

ロ
野
球
選
手
会
が
誕
生
さ
せ
た
も
の
で
、
12
月

９
日
、
こ
ま
つ
ド
ー
ム
（
石
川
県
小
松
市
）
で

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
大
会
を
２
位
の
成
績
で
通
過
し
た
田

島
中
学
校
野
球
部
（
生
出
貴
志
監
督
）
は
、
順

調
に
決
勝
へ
駒
を
進
め
る
も
、
惜
し
く
も
入
賞

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
般
開
放
さ
れ
た
会
場
に
は
プ
ロ
野
球
12
球

団
の
現
役
選
手
も
駆
け
付
け
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

予選を突破していく田島中ナイン

川島敬章さんが特別表彰を受賞
ＰＴＡ活動の相互連携に尽力

　

11
月
21
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
東

京
都
千
代
田
区
）
で
開
催
さ
れ
た
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
協
議
会
の
創
立
70
周
年
記
念
式
典
で
、
前

田
島
小
学
校
校
長
の
川
島
敬
章
さ
ん
（
川
島
）

が
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
島
さ
ん
は
、
平
成
26
年
４
月
に
町
立
田
島

小
学
校
校
長
に
着
任
、
平
成
30
年
３
月
の
退
職

ま
で
に
、南
会
津
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局
長
、

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
教
師
代
表
理
事
を
歴
任
さ

れ
、
在
任
中
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
に
務
め
ら

れ
た
ほ
か
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
社
会
の
相

互
連
携
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
そ
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
晴

れ
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

受賞報告のため教育長室を訪れた川島さん㊨（１１月２８日）

ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

　

檜
沢
地
区
6
つ
の
行
政
区
が
年
間
を
通
し
て

繰
り
広
げ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
の
地
区
対
抗
戦
「
檜

沢
Ｃ
ｏ
ｍ
ス
ポ
２
０
１
８
」。

　

総
合
優
勝
を
決
め
る
最
終
戦
「
冬
の
陣
・
室

内
大
運
動
会
」
が
11
月
25
日
に
旧
檜
沢
中
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
80
人
が
参
加
し
、
玉
入
れ
や
リ
レ
ー
な
ど

全
7
種
目
で
順
位
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

【総合成績】
総合順位 地区名 得　点
優　勝 福米沢 ３３８
第２位 金井沢 ２９５
第３位 針　生 ２２９
第４位 高　野 １９８
第５位 塩　江 １１５
第６位 静　川 １００

　

会
場
は
各
地
区

の
応
援
と
歓
声
に

包
ま
れ
、
参
加
者

は
笑
顔
で
地
区

間
・
世
代
間
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
大
桃
さ
ん
（
田
島
中
）
ら
５
人
が
入
賞

日
ご
ろ
の
生
活
で
感
じ
た
体
験
を
作
文
に

　

第
38
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

福
島
県
大
会
に
応
募
さ
れ
た
福
島
地
方
法
務
局

若
松
支
局
管
内
１
４
３
７
編
の
う
ち
、
本
町
で

は
田
島
中
２
年
の
大
桃
夏
鈴
さ
ん
ら
５
人
が
入

賞
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
中
学
校
か
ら
は
田
島
中
１
３
５
編
、

荒
海
中
43
編
、舘
岩
中
８
編
、南
会
津
中
11
編
の

応
募
が
あ
り
、人
権
思
想
の
普
及
高
揚
へ
の
貢田島中学校の入賞者（前列左から大桃夏鈴さん、星愛蓮さん、大竹葉月さん、

湯田瑠杏さん、渡部心羽さん）

献
を
称
え
、福
島
地
方
法
務
局
長
と
福
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
長
の
連
名
で
、
田
島
中
と

荒
海
中
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
福
島
県
司
法
書
士
会
会
長
賞
】

　

大
桃
夏
鈴
（
田
島
中
２
年
）

【
若
松
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
奨
励
賞
】

　

星
愛
蓮
・
大
竹
葉
月
・
湯
田
瑠
杏
・
渡
部
心

　

羽
（
田
島
中
２
年
）

国道３５２号～滝原林業研修センターまでの延長１６０㍍
滝原地区の町道「新後庵線」が開通

　

12
月
２
日
、
区
民
が
待
ち
望
ん
だ

町
道
「
新
後
庵
線
」
の
開
通
式
が
、

滝
原
区
の
主
催
に
よ
り
滝
原
林
業
研

修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
５
月
に
本
線
の
工
事
を

町
に
要
望
し
て
以
降
、
町
と
区
の
役

員
や
権
利
者
の
方
々
と
、
道
路
事
業

に
対
す
る
検
討
会
を
開
催
し
な
が
ら

合
意
形
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
渡
部
一
夫
区
長
が

「
長
い
間
、
区
民
の
皆
さ
ま
に
は
大

変
な
不
便
を
お
掛
け
し
た
。
今
日
の

日
を
多
く
の
皆
さ
ん
と
お
祝
い
で
き

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。
今
後
も

互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
区
の
発
展

に
前
進
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

大
宅
町
長
と
室
井
嘉
吉
副
議
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
施
行
業
者
や

土
地
協
力
者
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

開通式に駆けつけた多くの区民と関係者の皆さん

開通を祝う祝賀会の様子

感謝状が贈られた荒海中学校
（渡邊照男福島地方法務局若松支局長㊧と本多正典荒海中学校教頭㊨）
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くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申し込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締め切り
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

そ
の
他

　

西
日
本
を
中
心
に
、
北
海
道
や
中
部
地
方
な

ど
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
へ
の
義
援
金

が
、
町
消
防
団
（
星
慶
一
団
長
）
か
ら
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、町
長
室
を
訪
れ
た
星
団
長
は「
町

消
防
団
全
団
員
の
賛
同
を
得
て
集
め
た
義
援
金

で
す
。
一
日
も
早
い
被
災
地
の
災
害
復
旧
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
、
大
宅
町
長
に
義

援
金
38
万
８
千
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
を

通
じ
て
、
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

左から近藤美智夫副団長、平野信行副団長、星慶一団長、大宅町長

全
団
員
が
賛
同
＝
町
消
防
団

被
災
地
支
援
に
２
つ
の
団
体
が
義
援
金

　

長
年
に
わ
た
り
赤
十
字
奉
仕
団
で
活
動
し
、

県
内
の
赤
十
字
奉
仕
団
か
ら
推
薦
を
受
け
た
功

労
者
へ
の
表
彰
を
、
田
島
赤
十
字
奉
仕
団
（
渡

部
榮
子
委
員
長
）
か
ら
２
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

12
月
17
日
、
受
賞
の
報
告
の
た
め
皆
さ
ん
が

町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

【
功
労
表
彰
】

●
銀
色
有
功
章

　

小
生
洋
子
（
田
部
原
）・
湯
田
玲
子
（
関
本
）

受賞の報告に訪れた田島赤十字奉仕団の関係者

田島赤十字奉仕団が受賞報告
多岐にわたるボランティア活動に貢献

　

平
成
30
年
９
月
、
北
海
道
胆い
ぶ
り振
地
方
中
東
部

を
震
源
と
し
て
、最
大
震
度
７
を
記
録
し
た「
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」。

　

こ
の
地
震
に
よ
る
被
災
者
へ
の
復
興
支
援
の

た
め
、
12
月
17
日
、
田
島
赤
十
字
奉
仕
団
（
渡

部
榮
子
委
員
長
）
か
ら
大
宅
町
長
に
義
援
金

５
万
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
を

通
じ
て
、
被
災
者
の
復
興
支
援
に
あ
て
ら
れ
ま

す
。

復
興
支
援
に
＝
田
島
赤
十
字
奉
仕
団義援金を手渡す渡部榮子委員長㊧

ま ち の 話 題
news ＆ topics

左から大宅町長、佐藤高慶さん、大山義幸会長

佐藤高慶さんが法務大臣表彰を受賞
犯罪や非行の未然防止に尽力

　

安
全
で
安
心
で
き
る
明
る
い
地
域
社
会
の
実

現
の
た
め
、
犯
罪
や
非
行
の
予
防
活
動
を
は
じ

め
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
に
対
す
る
地
域
の

理
解
を
深
め
る
活
動
な
ど
を
使
命
と
す
る
保
護

司
。

　

こ
の
た
び
、
南
会
津
地
区
保
護
司
会
（
大
山

義
幸
会
長
）
に
所
属
す
る
佐
藤
高
慶
さ
ん
（
福

米
沢
）
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
12
月

18
日
、
受
賞
の
報
告
の
た
め
町
長
室
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
11
年
に
保
護
司
に
委
嘱

さ
れ
、
約
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
保
護
観
察
や

犯
罪
予
防
活
動
な
ど
の
活
動
に
尽
力
、
そ
の
ご

功
績
が
認
め
ら
れ
、
晴
れ
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

お
知
ら
せ
・
募
集

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら

の
お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

電
気
設
備
技
術
コ
ー
ス（
電
気
設
備
技
術
科
）

　

３
月
１
日
～
８
月
30
日
ま
で
（
６
か
月
間
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

15
人　
　

無
料　
　

２
月
18
日
（
月
）

　

選
考
日 

２
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

料

日 内対定 場注

締

℡ 申

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

１
月
21
日
（
月
）・
23
日
（
水
）・
28
日
（
月
）・

　

30
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場申

相
続
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

「
法
務
局
公
開
講
座
」の
お
知
ら
せ

　

近
ご
ろ
、
相
続
登
記
さ
れ
て
い
な
い
不
動
産

が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
社
会

的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

相
続
登
記
の
放
置
は
、
所
有
者
不
明
の
土
地

問
題
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
な
い
空
き
家
の
増
加
要
因
の
一
つ
に
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
法
務
局
で
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

に
、
相
続
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

１
月
30
日
（
水
）
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　

福
島
地
方
公
務
局
若
松
支
局
（
会
津
若
松
市

　

追
手
町
６
の
11　

会
津
若
松
市
合
同
庁
舎
内
）

　

演
題
：
相
続
と
遺
言

　

講
師
：
会
津
若
松
公
証
役
場 

山
口 

和
秀 

氏

　

先
着
20
人　

※
事
前
予
約
制

　

福
島
地
方
法
務
局 

若
松
支
局 

総
務
課

　

０
２
４
２
（
２
７
）
１
４
９
８

日場℡ 問 内定

ご
確
認
く
だ
さ
い
！

　
　「
防
災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」

　

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
、
災
害
時
の
行
動
の

ポ
イ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ
「
防
災
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ 

福
島
県
版
」
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

㈱
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

付
録
と
し
て「
公
衆
電
話
＋
避
難
所
マ
ッ
プ
」

も
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
災
害
発
生
時
は
も
ち

ろ
ん
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

●
発
行
時
期
＝
１
月
中

※
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」
と
一
緒
に
、
全
て
の
お

　

宅
と
事
業
所
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

０
１
２
０
―
５
０
６
３
０
９

※
受　

付
：
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
定
休
日
：
土
日
祝
日
、
年
末
年
始

問℡
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12月 会議・行事名
２ 町道新後庵線（滝原地内）開通

式・祝賀会
３ 道路関係県要望（栃木西部・会

津縦貫南道路、県道黒磯田島線、
県道栗山舘岩線）

４ 星徹氏叙勲伝達式 / 課長会議
５ たかつえスキー場安全祈願祭 /

南郷地域行政連絡員会議
６ 高畑・南郷スキー場安全祈願祭

/ 伊南地域行政連絡員会議
７ 第４回町議会定例会（初日）/

議員懇談会
８ 菅家一郎環境大臣政務官就任祝

賀会
12 第４回町議会定例会（２日目）
13 第４回町議会定例会（３日目）
14 除雪専門員辞令交付式 / 第４回

町議会定例会（最終日）/ 南会
津警察署活動報告会

17 ようこそ町長室へ（伊南地域）
/ 田島赤十字奉仕団功労表彰受
賞報告・義援金贈呈式 / 舘岩地
域行政連絡員会議

18 佐藤高慶氏法務大臣表彰受賞報
告 / ようこそ町長室へ（田島地
域）/ 県土地改良事業団体連合
会第２回理事会

19 東武鉄道㈱本社訪問
20 町都市計画審議会 / 建設業連絡

協議会懇談会
21 南会津法人会「税制改正に関す

る提言」提出 / 東武鉄道㈱東武
日光駅訪問

25 新嘗祭献穀者県知事表敬訪問
26 会津鉄道㈱取締役会 / 立正佼成

会寄付金贈呈式 / 若者定住応援
プログラム交付金交付式

27 南会津会理事会 / シルバー人材
センター門松寄贈

28 仕事納め式 / 課長会議

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 55

認
知
症
カ
フ
ェ

第
５
回 

脳
げ
ん
き
カ
フ
ェ

　

認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
勉
強
会

や
悩
み
事
の
相
談
、情
報
交
換
な
ど
、

美
味
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を
食
べ
な

が
ら
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

１
月
29
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
場
所
】

　

役
場
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
容
】

・
介
護
経
験
談

・
脳
ト
レ
問
題

【
参
加
料
】

　

１
０
０
円

【
申
込
み
】

　

不
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

南
会
津
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話 

０
２
４
１（
６
４
）５
０
３
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室

で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
み
ん
な
と
楽

し
く
体
操
し
た
り
、
手
芸
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

持ち物 内容 日時 場所

針
・
ハ
サ
ミ
・
老
眼
鏡

・
刺
し
子
や
簡
単
な
小
物
作
り

・
お
し
ゃ
べ
り
会　
　
　
　
　

１
月
18
日
（
金
）

午
前
10
時
～

午
前
11
時
30
分

会
津
田
島
祇
園
会
館

２
月
15
日
（
金
）

午
前
10
時
～

午
前
11
時
30
分

【
問
合
せ
】

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花 

南
会
津

　

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）８
７
０
０

日　
　

時

３
月
19
日
（
火
）
午
後
２
時

場　
　

所

御
蔵
入
交
流
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

内　
　

容

演
題
「
認
知
症
で
も
心
が
つ
な
が
る

　
　
　

地
域
づ
く
り
」

講
師　

㈱
大
起
エ
ン
ゼ
ル
ヘ
ル
プ

　
　
　

介
護
福
祉
士 

和
田 

行
男 

氏

　

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

高
知
県
出
身
。
昭
和
62
年
、
国

　

鉄
の
電
車
修
理
工
か
ら
福
祉

　

の
世
界
へ
転
身
し
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
経
験
。
平
成
11
年
、
東
京
都

で
初
め
て
と
な
る
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
こ
も
れ
び
」

の
施
設
長
に
。
現
在
は
、
㈱
大
起
エ
ン
ゼ
ル
ヘ
ル
プ

で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
な
ど
を
統
括
。

●
著
書「
大
逆
転
の
痴
呆
ケ
ア
」「
認
知
症
開
花
支
援
」

　

（
中
央
法
規
）

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
仕
事

　

の
流
儀
」
に
出
演
し
、
全
国
で
話
題
沸

　

騰
！ 

認
知
症
介
護
の
世
界
に
新
し
い

　

風
を
吹
き
込
み
続
け
る
介
護
福
祉
士
・

　

和
田
行
男
さ
ん
に
よ
る
楽
し
く
元
気
に

　

な
れ
る
講
演
で
す
。

対　
　

象

①
認
知
症
の
方
へ
の
支
援
や
、
地
域

　

の
支
え
合
い
活
動
に
興
味
・
関
心

　

の
あ
る
方

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
取
り

　

組
ん
で
い
る
方

③
福
祉
関
係
機
関
・
事
業
所

定　
　

員

１
５
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。申

込
締
切

２
月
26
日
（
火
）

送　
　

迎

　

舘
岩
・
伊
南
・
南
郷
地
域
か
ら
参

加
す
る
方
で
、
送
迎
を
希
望
す
る
場

合
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、人
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、

お
早
目
の
お
申
し
込
み
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

南郷 伊南 舘岩 地域
南
郷
総
合
支
所

伊
南
総
合
支
所

舘
岩
総
合
支
所

出
発
場
所

午
後
０
時
45
分

出
発
時
間

問　

合　

せ

（福）
南
会
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）４
１
６
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４
１（
６
２
）４
１
８
９

受
付 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
研
修
会

　

～
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
　
　
　
　
　
　

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に
～

入
場

無
料

交 流 広 場交 流 広 場

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

（
事
前
予
約
）

― 

未
来
に
花
咲
く
種
を
蒔
こ
う 

―

　

就
職
活
動
を
行
う
皆
さ
ま
に
、
国
立
大
学
法

人
等
職
員
の
仕
事
内
容
や
、
そ
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

２０１９年度
【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

・
職
員
採
用
試
験
の
概
要
、
採
用
ま
で
の
流
れ

・
各
国
立
大
学
法
人
棟
之
概
要
、
業
務
内
容

・
先
輩
職
員
の
体
験
談

・
個
別
面
談
（
職
員
対
応
）

【
申
込
方
法
】

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験

　

実
施
委
員
会
採
用
試
験
事
務
室

　

０
２
２
（
２
１
７
）
５
６
７
６

　

http://www.bureau.tohoku.ac.jp/shiken/

℡ 問HP 対
象
大
学

日　

時

会　
　
　

場

弘
前
大
学
３
月
15
日（
金
）

午
後
３
時

　
　

～
午
後
５
時
弘
前
大
学
文
京
町
キ
ャ
ン
パ
ス

創
立
50
周
年
記
念
会
館
ホ
ー
ル

岩
手
大
学
３
月
４
日
（
月
）

午
後
２
時

　
　

～
午
後
４
時
岩
手
大
学
上
田
キ
ャ
ン
パ
ス

学
生
セ
ン
タ
ー
Ｃ
棟
Ｇ
Ｃ
２
大
講
義
室

東
北
大
学
３
月
９
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分
東
北
大
学
川
内
北
キ
ャ
ン
パ
ス

講
義
棟
Ａ
棟

秋
田
大
学
３
月
５
日
（
火
）

午
後
３
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分
秋
田
大
学
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス

一
般
教
育
１
号
館
１
０
７
講
義
室

山
形
大
学
３
月
６
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分
山
形
大
学
小
白
川
キ
ャ
ン
パ
ス

基
盤
教
育
２
号
館
２
２
１
教
室

福
島
大
学
３
月
14
日
（
木
）

午
後
３
時

　
　

～
午
後
５
時
福
島
大
学
金
谷
川
キ
ャ
ン
パ
ス

共
通
講
義
棟
Ｓ
棟

【問合せ】教育委員会 生涯学習課 芸術文化係　電話０２４１-６２-６３１１

平成31年３月24日（日）開場13:00
開演13:30

場　所/御蔵入交流館文化ホール
入場料/全席指定５，５００円（税込）

　※１８歳未満の方はご入場できません。

　※購入チケットの、ネットオークションや金券ショップへの

　　販売委託等は禁止です。

チケット発売日
平成３１年１月２７日（日）

午前９：００～
御蔵入交流館で発売開始！
発売初日のみ１人４枚まで購入可

綾小路きみまろ

笑撃 ライブ

※午前７：００から整理券を配布します。

15th15th15th
AnniversaryAnniversaryAnniversary



広報みなみあいづ 2019.127 262019.1 広報みなみあいづ

健康通信
Health Information

月日 病　　院　　名 電　話

１月20日 長 谷 川 医 院（南会津町） 0241-62-0032

　　27日 耳鼻咽喉科あべクリニック（南会津町） 0241-62-8733

２月３日 な か や ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-73-2036

　　10日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780

　　17日 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町） 0241-78-8688

　　24日 馬 場 医 院（南会津町） 0241-62-0141

※午前中のみの診察です。
※１月27日の当番医が変更になりましたのでご注意ください。

１ ・ ２月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

●乳幼児健康相談

期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

２月５日（火） ６～８か月児健康相談 13：30～13：45 健診ホール
（御蔵入交流館内） 平成30年６月～７月生まれ

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

１月23日（水） ３歳６か月児健診
12：15～12：45 健診ホール

（御蔵入交流館内）

平成27年６月～７月生まれ

２月６日（水） １歳６か月児健診 平成29年７月～８月生まれ

心の健康相談のお知らせ
　眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認
知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
　話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しま
すので、安心してご相談ください。

期　日 ２月６日（水）
時　間 １３：３０～１５：００
場　所 南会津保健福祉事務所（南会津保健所）

その他
・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所（南会津保健所）保健福祉課
　　　　　電話０２４１- ６３- ０３０５

こころの相談会のお知らせ
　思春期のこころの問題や、アルコール・ギャンブルな
どの依存に関する悩みをご相談ください。
　※秘密は厳守します。
　※カウンセリングなどの治療ではありません。

期　日 １月２４日（木）・２月１４日（木）

場　所 福島県精神保健福祉センター

その他
・相談は無料です。
・相談日の３日前までに、電話で予約して
　ください。

【問合せ】福島県精神保健福祉センター
　　　　　　　　　電話０２４- ５３５- ３５５６

す
ま
い
る
だ
よ
り

「
困
ら
せ
る
」
子
ど
も
は
「
困
っ
て
い
る
」
子
ど
も

ｖｏｌ ９

近
ご
ろ
、
テ
レ
ビ
の
特
集
番
組

や
ア
ニ
メ
な
ど
で
「
発
達
障

が
い
」
が
報
道
さ
れ
、
言
葉
そ
の
も

の
を
聞
い
た
り
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
有
名
人
が
ご
自
身
も
当

事
者
で
あ
る
と
公
表
し
、
ニ
ュ
ー
ス

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
よ
う
な
子
ど
も
支
援

者
は
、
発
達
障
が
い
と
診
断

さ
れ
た
方
の
多
く
が
立
派
に
働
い
て

い
る
こ
と
、
研
究
や
発
明
で
世
界
を

変
え
て
き
た
の
は
「
発
達
障
が
い
の

特
性
を
持
つ
人
た
ち
だ
」
と
知
っ
て

い
る
の
で
、
今
の
「
発
達
障
が
い
」

へ
の
注
目
が
、
単
な
る
ブ
ー
ム
や
誰

か
を
責
め
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
な

い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
特
性
を
周
囲
に
理
解
さ

れ
、
安
定
し
た
状
態
で
成
長

し
て
い
く
こ
と
で
、
大
き
な
問
題
に

発
展
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
「
発

達
障
が
い
」
。

今
回
は
、
発
達
障
が
い
が
特
別

で
は
な
く
身
近
で
あ
り
、
親

の
し
つ
け
や
本
人
の
努
力
不
足
で
は

な
い
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

発
達
障
が
い
と
は
、
個
々
の
発

達
の
歩
み
の
中
で
、
生
活
に

困
難
を
来
す
場
合
に
名
付
け
ら
れ
る

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
理
解
が
難
し

い
理
由
の
ひ
と
つ
に
「
ふ
つ
う
と
発

達
障
が
い
の
間
に
明
確
な
境
界
線
が

な
い
」
と
い
う
一
面
が
あ
り
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
一
般
的
に
子
ど

も
（
大
人
も
同
様
）
は
人
見

知
り
・
積
極
的
・
せ
っ
か
ち
・
マ
イ

ペ
ー
ス
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
に
性
格
や
行
動
が
異
な
り
、
こ
の

違
い
を
一
般
的
に
「
個
性
」
と
い
い

ま
す
。
個
性
そ
の
も
の
が
良
い
・
悪

い
の
で
は
な
く
、
同
じ
個
性
の
子
ど

も
は
い
な
い
の
で
、
家
庭
で
は
家
族

が
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
で
は

先
生
が
一
人
一
人
の
個
性
を
理
解

し
、
そ
の
子
ど
も
に
合
う
接
し
方
を

工
夫
し
な
が
ら
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

発
達
障
が
い
の
特
性
は
、
こ
の

個
性
と
い
う
視
点
か
ら
見
る

と
「
個
性
が
ひ
と
き
わ
大
き
い
状
態
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
個
性
が
ひ
と

き
わ
大
き
く
、
簡
単
に
は
分
か
り
合

え
な
い
部
分
が
あ
る
た
め
に
、
細
や

か
な
工
夫
や
支
援
を
必
要
と
す
る
個

性
的
な
特
性
を
医
学
的
に
グ
ル
ー
プ

分
け
し
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す

い
状
態
で
説
明
し
て
い
る
の
が
「
発

達
障
が
い
」
と
い
う
診
断
名
で
す
。

「
個
性
の
延
長
上
に
発
達
障
が
い
の

特
性
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
も
、
一

般
的
に
は
非
常
に
分
か
り
づ
ら
い
も

の
で
す
。

で
は
、
発
達
障
が
い
の
特
性
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
発
達
障
が
い
の
特
性
を

持
つ
子
ど
も
は
、
ほ
か
の
子

ど
も
と
同
じ
よ
う
に
で
き
な
い
面
ば

か
り
注
目
さ
れ
や
す
く
、
「
み
ん
な

を
困
ら
せ
る
子
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
張
ら
れ
が
ち
で
す
。
そ
れ
は
、
特

性
の
多
く
が
集
団
活
動
の
中
で
目
立

つ
も
の
が
多
く
、
例
え
ば
「
落
ち
着

き
が
な
い
」
「
一
人
遊
び
ば
か
り
」

「
友
だ
ち
を
叩
く
」
「
名
前
を
呼
ん
で

も
な
か
な
か
振
り
向
か
な
い
」
「
言

葉
が
遅
い
」
「
変
化
が
苦
手
」
「
空
気

が
読
め
な
い
」
「
字
を
書
く
こ
と
が

苦
手
」
「
忘
れ
物
が
多
い
」
な
ど
、

挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
で
す
。

家
庭
で
は
小
さ
な
問
題
で
も
、
集
団

生
活
を
す
る
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小

学
校
な
ど
で
は
課
題
が
見
え
て
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
誤
解
し
た
く
な
い
の

は
、
発
達
障
が
い
が
あ
る
こ

と
が
「
劣
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
発
達
障
が
い
の

特
性
を
持
つ
子
ど
も
は
、
他
の
子
ど

も
と
同
じ
よ
う
に
で
き
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
、
他
の
子
ど
も
と
比
べ

て
よ
く
で
き
る
力
も
持
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
他
人
と
比
べ
て
劣
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
見
た

り
、
聞
い
た
り
、
触
っ
た
り
、
味
わ
っ

た
り
す
る
と
き
の
受
け
止
め
方
や
感

じ
方
が
個
性
的
で
あ
る
た
め
に
、
得

意
と
苦
手
の
差
が
は
っ
き
り
し
て
し

ま
う
だ
け
な
の
で
す
。

大
勢
の
人
が
何
気
な
く
や
る
こ

と
に
つ
ま
づ
い
た
り
、
気
づ

け
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
り
で

き
る
、
こ
れ
が
極
端
に
な
る
ほ
ど
日

常
生
活
が
つ
ら
い
場
所
と
な
り
、
本

人
は
苦
し
さ
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
そ
う
い
っ
た
状
態

を
周
囲
が
理
解
し
、「
相
手
を

困
ら
せ
て
し
ま
う
子
ど
も
」
は
「
も

し
か
し
た
ら
困
っ
て
い
る
子
ど
も
」

な
の
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。
と
い

う
気
づ
き
を
得
る
た
め
に
「
発
達
障

が
い
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て
き

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

発
達
障
が
い
と
は
、
誰
か
を
差

別
す
る
言
葉
で
も
悲
し
い
言

葉
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
、

そ
の
考
え
方
が
広
く
正
し
く
理
解
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
発
達
障
が
い
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
お

気
軽
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー「
え
が
お
」に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
は
お
伝
え
で
き
な
か
っ

た
、
素
敵
で
魅
力
的
な
一
面

も
お
伝
え
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

【
参
考
図
書
】 

「
発
達
障
害
の
子
ど
も
の
心
と
行
動
が
わ
か
る
本
」

田
中　

康
夫
（
著
／
監
修
）
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

◆新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞ
　よろしくお願いします。
◆今年の干支は十二支最後の「亥（ 猪

イノシシ

）」。今では、田
　畑を荒らす厄介な動物ですが、古来日本では、田の神・
　作物の神という神聖な動物とされてきました。
◆「猪突猛進」という言葉があるように、目標に向かっ
　て努力し、真っすぐ突き進める一年にしたいですね。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口  ◆平成３１年１月１日現在

総人口 １５, ６７９ 人 （－２１）
男 ７, ６７６ 人 （－　７）
女 ８, ００３ 人 （－１４）

世帯数 ６, ７０７ 世帯 （－　１）
※（　）内は前月比　

24 ２月 （Ｆｅｂｒｕａｒｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28

【特別整理期間のお知らせ】

２月４日（月）～１５日（金）まで、館内特別整理期間のため休館します。

【特別整理期間中の返却方法】

◆本・・・・・御蔵入交流館入口の返却ポストへ　　　　　

◆ＡＶ資料・・２月１６日（土）以降に図書館カウンターへ

24 １月 （Ｊａｎｕａｒｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

≪おはなし会≫

テーマ 「 冬 - ふゆ - 」 「ネコが主役！」

開催日 １月１９日（土） ２月１６日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象 幼児～小学校低学年

イベントのご案内

※申込み不要です。直接会場にお越しください。
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まちの文芸

【一般図書】
兄・宇野昌磨 　　　　　　　　 　宇野　樹　著

鼠、恋路の闇を照らす　　　　　赤川　次郎　著

それでも空は青い　　　　　　　　荻原　浩　著

介護士Ｋ　　　　　　　　　　　久坂部　羊　著

彼女たちがやったこと　　　　唯野　未歩子　著

ゆえに、警官は見
み つ め

護る　　　　　　日明　恩　著

静おばあちゃんと要介護探偵　　中山　七里　著

昨日がなければ明日もない　  宮部　みゆき　著

人生の後片づけ　　　　　　　　曾野　綾子　著

がんに生きる　　　　　　　　なかにし　礼　著

【児童図書】
ぼくのなまえはユウユウ　 　  小手鞠　るい 作

昨日のぼくのパーツ　　　　　吉野　万理子　著

サーベルふじん　　　　　　網代　幸介　作・絵

ゴッホの星空　　　　　　ﾊﾞｰﾌﾞ・ﾛｰｾﾞﾝｽﾄｯｸ　文

ポストのポス　　　　　　ｓａｔｏｃｏ　文・え

Ｅ.Ｔ.　　　　　　　メリッサ・マシスン　原作

まめとすみとわら　　　せな　けいこ　ぶん・え

セーターさわぎ　　　　　　　　手塚　治虫　著

とろとっと　　　　　　　　　内田　麟太郎　文

わたしのおじさんのロバ　　トビー・リドル　作

新 着 本 の ご 案 内

訪 問 活 動

図書館職員が紙芝居を披露
～「グループホーム花」～

　１１月２１日、介護施設「グループホーム花」で、

図書館職員が紙芝居を披露しました。

　今回で２回目の訪問。入所者の皆さんにとても喜

んでいただき、楽しく話を聞いてくれました。

　今後も、図書館への来館が困難な皆さまのために

訪問活動をしていきます。

　なお、図書館には、高齢者が読みやすい大きな活

字の「大活字本」も備えてあります。

　多くの皆さまのご利用をお待ちしています。紙芝居を披露する図書館職員（左奥）
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新しい婚姻届は、町ホームページからもダウンロードできます。
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退任のごあいさつ

南会津町地域おこし協力隊　第２期生　林　華
か す み

澄

　平成３０年１２月を持ちまして、３年間の任期が満了しました。

　在任中は、永田区の活性化や、古民家「南山荘」の活用を担当してきました。

　３年間の中で特に印象に残っているのは、昨年１１月に永田区全体を使ってコスプレイベン

トを開催したことです。イベント後の反応を見て、イベント参加者にはロケーションに満足し

ていただき、区民の方には「こういった形でひとを呼ぶのもいいかもしれない」と感じていた

だけたように思います。最後に自分らしい活動ができてよかったです。

　そのほか、これと言って何か活性化に貢献できたかというと自信がありませんが、人生で初

めて雪かきをしたり、山仕事を手伝ったり、山菜や魚を捕ったりと、南会津町で過ごした時間

はとても貴重なものになりました。

　私を支えてくださったり、慰めてくださったり、励まし

てくださったり、叱ってくださったり、見守ってくださっ

た皆さまのおかげで、この３年間ずっと楽しかったです。

　大変お世話になりました。ありがとうございました。

平成３０年１２月２８日（金）


